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マイクロ流体デバイスを用いた高品質なタンパク質結晶作製方法

概 要：

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem2015) は，環太平洋地域の

化学会が共同で開催する国際学会でアメリカ合衆国のハワイで 5 年ごとに開催されている。Pacifichem2015

には，化学関連の多くの研究者 (分析化学，材料化学，生命科学，有機化学，無機化学など) が集まって世

界最先端の研究発表を行う。本国際会議では，半導体微細加工技術を駆使して精密に設計・結晶化チャン

バーを集積化したマイクロ流体デバイスを作製して，高品質なタンパク質の単結晶を作製するための手法に

ついて発表を行った。タンパク質の結晶化と単結晶を用いた X 線結晶構造解析は，生命現象の解明や薬剤開

発などにおいて重要であり，人間の健康維持や健康促進に大きな貢献を果たす。近年の高輝度な放射光 X 線

の充実は，これまで困難であったタンパク質ターゲットの構造解析を可能とした。一方で，その上流過程で

ある高品質なタンパク質の単結晶作製は未だに熟練者の経験や手技に大きく依存している。本研究で開発し

たデバイスは，これまでにタンパク質の結晶化実験に必要不可欠であった専門家の勘や経験を一切排除した

新規な単結晶作製方法であり，多くの研究者との議論を行うことができた。特に，デバイスの末端利用者と

して想定している生命科学の研究者との議論によって，今後のデバイス開発を推進していくうえで重要なア

イデアを得ることができた。
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